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プレスリリース
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 共同研究先である京都府立医科大学、摂南大学と3者共同でプレスリリースを行いました

3者共同リリース 京都府立医科大学ホームページより

摂南大学ホームページより
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本事業の位置付け
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エンテロタイプ
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 ヒトのエンテロタイプは3つのタイプでの分類できるということが発表され、その後4タイプでの分類
が適しているという考え方も発表されました

1型：バクテロイデス属が多いタイプ
米国人や中国人に多くみられ、低炭水化物、高タンパク質の食事に多い

2型：プレボテラ属が多いタイプ
アジア人、中南米やアフリカの人に多くみられ、高食物繊維の食事に多い

3型：ルミノコッカス属が多いタイプ
日本人やスウェーデン人に多くみられ、動物性タンパク質と脂肪が多い食
事と関連性

Arumugam M, et al. Enterotypes of the human gut microbiome. Nature. 2011 May 12;473(7346):174-80. 

3タイプでの分類 ４タイプでの分類

Vandeputte D, et al. Nature 2017, 551: 507.

3つのタイプ分類に加え、バクテロイデス型を2つに分類し、
4タイプ分類という考え方が明らかとなりました
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特徴的な日本人の腸内フローラ
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 腸内フローラは各国（生育環境、食生活）により異なり、日本人は日本人としての特徴が存在する
ため、日本人に特化したタイプ分けが重要であると考えられています

19〜60歳の健康な日本人106人、欧米、中国など11ヶ国755人

DK ： Denmark
ES ： Spain
US ： the USA 
CN ： China 
SE ： Sweden 
RU ： Russia
VE ： Venezuela 
MW ： Malawi
AT ： Austria
FR ： France 
PE ： Peru 
JP ： Japan

Nishijima S et al. DNA Res 2016, 23: 125
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糞便の測定
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 機械学習において重要なデータの質を高めるためには解析手法を統一することが重要ですが、
糞便からのDNA抽出方法だけでもかなりのバラエティが存在します

KURABO QuickGene

酵素＆ビーズ破砕

シリカ膜

Maxwell® RSC Blood DNA Kit

酵素＆ビーズ破砕

磁気ビーズ

Qiagen DNA Stool Mini Kit

酵素

シリカ膜

細菌のゲノムDNAを抽出 16S rRNA遺伝子をPCR増幅 次世代シーケンサーで数千万リードの
シーケンスを配列を解析

腸内細菌叢に関するデータの取得（ウェット解析）の流れ

保存方法（保存液）

⇒DNA抽出方法 ⇒酵素、プライマー、PCR、サイクル条件
⇒リード長
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データの「質」の重要性
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A: Kurabo, B: Promega(with Kurabo lysis), C:  Manual, D: Qiagen

Bacteroides Bifidobacterium
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 AI解析（機械学習）では、これらの手法に起因する違いをサンプル間に実際存在する「差」として解析
してしまうため、解析手法を統一したデータの「質」が重要です

「門」レベルでの解析 「属」レベルでの解析
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Other Actinobacteria Bacteroidetes Cyanobacteria

Deferribacteres Firmicutes Fusobacteria Proteobacteria

Spirochaetes TM7 Verrucomicrobia Tenericutes

Kawada, Y. Naito, Y. Andoh, A. Ozeki, M and Inoue, R. JCBN 2018 
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目次
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• 腸内細菌叢研究の背景

• Flora Scanのエビデンス

• レポートイメージ

• 販促物・運用面

• 補足資料
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腸内細菌叢研究データベースの統合的な解析
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 分析手技によるアーティファクトの無いデータ（1,803名）を統合的に解析しております

①的確医療（precision medicine）に向けた糖尿病、非アルコール性脂肪性肝疾患／非アルコール性脂肪肝炎、炎症性腸疾患、過敏性腸症候群、神経免疫疾患に対
する腸内細菌の解析（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-534-4）

②炎症性腸疾患治療における生物学的製剤治療の短期、長期アウトカムの予測因子に関する前向き研究（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1480）

③免疫チェックポイント阻害剤の効果・有害事象と腸内細菌叢との関連に関する研究（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1318）

④グアーガム分解物の調整細菌叢を通した軟便改善に関する臨床研究（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1109）

⑤大腸癌診断における便中コリバクチン測定の有用性に関する検討（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1532）

⑥カロテノイド類の生体調節機能に着目した抗メタボ食品提供技術の開発とその効果の実証研究（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-111）

⑦ケール「TCL-499」に含まれるカロテノイド類の生体調節機能に着目した抗メタボ食品提供技術の開発とその効果の実証研究（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-
300）

⑧京くれない」ニンジンに含まれるカロテノイド類の生体調整機能に着目した抗メタボ食品提供技術の開発とその効果の実証研究（医学倫理委員会承認番号：ERB-
C-299）

⑨ケール「こいあおな」に含まれるカロテノイド類やグルコシノレート類の生体調整機能に着目したプラセボ対照ランダム化比較試験（パイロットスタディ）（医学倫理委
員会承認番号：ERB-C-987-1）

⑩カロテノイド摂取に伴う腸内細菌叢変容に関する検証（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-994-1）

⑪ケール「こいあおな」の12週間連続摂取による血清尿酸値調整作用の検証試験（プラセボ対照ランダム化比較試験）（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1361-1）

⑫京丹後長寿コホート研究（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-885-1）

⑬慢性便秘症患者における大建中湯、桂枝加芍薬湯の合方処方の有効性に関する検証（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-885-1）

⑭低FODMAP食導入前後での消化管内細菌叢と腹部症状の変化（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1368-3）

⑮的確医療（precision medicine）に向けた膵外分泌機能不全患者に対する腸内細菌の解析（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1379-2）

⑯高カロテノイドニンジン摂取による腸内環境変化及び生体調節作用の探索的試験（医学倫理委員会承認番号：ERB-C-1755）

京都府立医科大学医学倫理審査委員会（承認番号ERB-C-1770-2）
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解析対象者の背景情報
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 解析対象者の背景情報は下記の通りです

総数 1803

健常者 283

心疾患 104

肝疾患 168

機能性胃腸症 109

内分泌疾患 57

神経疾患 15

精神疾患 38

炎症性腸疾患 128

自己免疫疾患 21

癌(治療中) 123

癌(治療後) 160

高血圧 619

高脂血症 819

高尿酸血症 138

糖尿病 474

肥満症 96

自己免疫疾患
リウマチ 8

その他 13

癌

食道
治療中 20

治療後 26

胃
治療中 40

治療後 48

十二指腸
治療中 9

治療後 7

大腸
治療中 13

治療後 10

肝/胆/膵臓
治療中 5

治療後 1

肺
治療中 28

治療後 20

頭頚部
治療中 0

治療後 10

その他
治療中 12

治療後 52

生活習慣病

高血圧 619

高脂血症 819

高尿酸血症 138

糖尿病 474

その他 肥満症 ※ 96

総数 1803

健常者 283

心疾患

虚血性心疾患 55

心不全 13

その他 36

肝疾患

NAFLD 117

アルコール性肝障害 6

ウイルス性肝障害 38

その他 16

機能性胃腸症

FD 14

IBS 20

慢性便秘 54

その他 21

内分泌疾患
甲状腺機能障害 17

その他 40

神経疾患
パーキンソン病 3

その他 12

精神疾患

躁うつ病 8

認知症 4

その他 26

IBD
潰瘍性大腸炎 98

クローン病 30

※文献公開前のため、画像にぼかし加工を加えています
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日本人に最適な腸内細菌叢タイプ分け
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 機械学習によって日本人の腸内細菌叢の最適分類数は5タイプ（PAM法）もしくは15タイプ（DMM法）
での分類が最適と定義しております

(a) シルエットプロットによる最適クラスター数※ (b) モデルフィットにおける最適クラスター数＊

* 4タイプの定義に使われた手法
* Dirichlet Multinominal Mixturesモデルフィット
* この手法はデータ数が多くなるほどクラスター数が多くなる

※ 3タイプの定義に使われた手法
※ Partitioning Around Medoids法

※文献公開前のため、画像にぼかし加工を加えています
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5タイプでの分類
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 5タイプで分類した際の腸内細菌叢（属レベル）の構成・組成です
 Type A～Eの5タイプで分類しており、Type Eが最も健常者率が高い理想的なタイプです

Type A (Ruminococcusが多い)

Type B (Bacteroidesが多い+Faecalibacteriumが多い）

Type C (Bacteroidesが多い+Faecalibacteriumが少ない）

Type D (Bifidobacteirumが多い）

Type E (Prevotellaが多い)

※文献公開前のため、画像にぼかし加工を加えています
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15タイプでの分類
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 15タイプで分類した際の腸内細菌叢（属レベル）の構成・組成です
 各菌（38属）の占有率によりType1～15の15タイプで分類しております

※文献公開前のため、画像にぼかし加工を加えています
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15タイプ分類による疾患関連指数
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 15タイプ分類との疾患関連指数が明らかとなっております
 Type 10に最も健常者率が高く、理想的なタイプと定義しております

Types 総数 健常者数 健常者率

Type1 178 人 38 人 21.3%

Type2 171 人 32 人 18.7%

Type3 157 人 34 人 21.7%

Type4 132 人 24 人 18.2%

Type5 134 人 5 人 3.7%

Type6 128 人 21 人 16.4%

Type7 129 人 12 人 9.3%

Type8 119 人 22 人 18.5%

Type9 108 人 19 人 17.6%

Type10 102 人 43 人 42.2%

Type11 103 人 6 人 5.8%

Type12 93 人 2 人 2.2%

Type13 92 人 8 人 8.7%

Type14 92 人 9 人 9.8%

Type15 65 人 8 人 12%

15 types：健常者数及び割合

※文献公開前のため、画像にぼかし加工を加えています
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目次
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• 腸内細菌叢研究の背景

• Flora Scanのエビデンス

• レポートイメージ

• 販促物・運用面

• 補足資料
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レポート画面イメージ（トップ画面）
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 各検査項目をWeb画面上で閲覧することが可能です
 レポートの見せ方や機能に関しては定期的にアップデートいたします
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レポート画面イメージ（生活習慣病との関連性）
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 15タイプに分類した際の各疾患との関連指数を表記します
 関連指数は理想的なタイプであるType 10を基準に算出したオッズ比をベースとしています
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レポート画面イメージ（疾患との関連性）
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 15タイプに分類した際の各疾患との関連指数を表記します
 関連指数は理想的なタイプであるType 10を基準に算出したオッズ比をベースとしています
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レポート画面イメージ（腸内フローラタイプ判定）
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 腸内フローラタイプを5タイプで分類し、属レベルでのバランス（占有率）を全体平均、理想的なタイプ
と比較しています
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レポート画面イメージ（門レベルでの解析）
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 門レベルでのバランス（占有率）を全体平均、理想的なタイプと比較しています
（ファーミキューテス門、バクテロイデーテス門、アクチノバクテリア門、プロテオバクテリア門、フソバクテリア門）
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レポート画面イメージ（注目の有用菌）
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 肥満予防や代謝促進、免疫機能調整など、様々な健康効果のある菌を記載し、全体平均、疾患リ
スクが低いタイプと比較しています
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報告書イメージ①
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 管理画面上からPDFでレポートを出力することも可能です（12ページ構成）

腸内フローラタイプ判定 腸内フローラバランス判定 疾患/生活習慣病との関連性
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報告書イメージ②

23

 管理画面上からPDFでレポートを出力することも可能です（12ページ構成）

注目の有用菌 生活習慣アドバイス トイレで便チェック
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まとめ：Flora Scanとは
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 Flora Scanは京都府立医科大学、摂南大学との共同研究によって得られた国内最大級の腸内細菌
叢データベースを用いて開発された腸内フローラ検査サービスです

• 日本人1,803名を対象とした腸内細菌叢研究データベースを統合的に解析しております

• 日本人に特化したデータベースと自身の腸内細菌叢を比較することが可能です

• 疾患の有無等、背景情報が明らかとなっているデータベースを活用することにより、
腸内細菌叢と各疾患との関連性を明らかにしております

• Web上で結果が返却されるため、結果報告書の封入等新たな運用フローが発生しません

• 受診者、導入医療機関ともにいつでもWeb上で結果の確認が可能です

①日本人を対象とした
腸内細菌叢DBを活用

②疾患との関連性
を示している

③Web上での結果返却


